
１ みどりの現況と計画改定における視点

秦野市みどりの基本計画－生物多様性地域戦略－の改定について
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① みどりの減少
平成27年 7,567ha ⇒ 令和２年 7,428ha

② 生物多様性に配慮した環境づくり
生き物の里 令和６年 ７か所

③ アンケート調査の意向
〇みどりの基本計画の中で重要だと思う取組
【第１位】大切な森や林などの保全再生
【第２位】公共施設の緑化、公園等の整備

④ 生物調査員ヒアリング結果
〇秦野市本来の生態系や生物の生息・生育環
境など、生物多様性の意義を広く市民へ普
及啓発する必要あり

みどりの現況 改定における視点

① みどりの持つ多様な機能の発揮
生物の生息する場所としてはもちろんのこと、
グリーンインフラ機能、レクリエーション、
水源保全、CO2吸収源などとしてのみどりの
活用。

② 魅力あるみどりの活用
表丹沢などの地域特性を生かし、魅力ある質
の高いみどりのまちづくり

③ ネイチャーポジティブ
生物多様性の保全のみならず、活用すること
で、関係する人口を増やし、協働する仕組み
づくりを構築する。

資料１



２ みどりの将来像
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• 自然と人が共生するみどりを目指し、身近な街のみどりとともに丹沢山地及び渋沢丘
陵並びに里山がもたらす恵みが、人々の暮らしを豊かなものにしていきます。

「水とみどりあふれる ふるさと秦野」

みどりのイメージみどりの将来像図



（２）年次
中間年次 令和12年（2030年）
目標年次 令和17年（2035年）

３ 次期計画の計画期間

（１）期間
令和８年（2026年）から令和17年（2035年）
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R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

本計画
中間
評価

秦野市の上位・関連

計画

秦野市みどりの基本計画(秦野市生物多様性地域戦略)

秦野市総合計画はだの2030プラン

秦野市都市マスタープラン

第３次秦野市環境基本計画

秦野市総合計画 次期計画

秦野市都市マスタープラン 次期計画

第４次秦野市環境基本計画



４ 前計画の進捗
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項目
令和５年度
実績

令和７年
目標値

達成率

緑地の確保目
標水準

市街化区域面積
に対する割合 A

15％ 15％
100.0
％

都市計画区域面
積に対する割合
B

72％ 74％ 97.3％

都市計画区域
人口一人当た
りの都市公園
の敷地面積

都市公園等
（都市公園以外の公

共施設緑地を含む面

積）

24.85 m2/人 26.60 m2/人 93.4％

都市公園 6.60 m2/人 8.49 m2/人 77.7％

都市緑化の目
標

施設緑地 752.97 ha 802.96 ha 93.8％

地域制緑地 6,899.00 ha 6,941.63 ha 99.4％

合計
（重複105.64haを
除く）

7,546.33 ha 7,638.94 ha 98.8％

項目 令和５年実績
令和７年

目標値
達成率

施
設
緑
地

都
市
公
園

住区基幹公園

街区公園 15.28 ha 16.08 ha 95.0%

近隣公園 3.33 ha 7.33 ha 45.5%

地区公園 6.82 ha 11.92 ha 57.2%

都市基幹公園
総合公園 0.00 ha 0.00 ha ー

運動公園 17.75 ha 17.75 ha 100.0%

特殊公園
風致公園 0.66 ha 0.66 ha 100.0%

歴史公園 1.02 ha 7.92 ha 12.9%

広域公園 36.10 ha 50.83 ha 71.0%

都市緑地 25.05 ha 25.05 ha 100.0%

公
共
施
設
緑
地

緑地 2.20 ha 2.20 ha 100.0%

広場 5.46 ha 5.46 ha 100.0%

市民農園 9.99 ha 9.98 ha 100.1%

農村公園 1.10 ha 1.10 ha 100.0%

教育施設 52.02 ha 52.02 ha 100.0%

河川緑地 87.58 ha 87.58 ha 100.0%

その他 134.96 ha 135.07 ha 99.9%

民
間
施
設

緑
地

環境創出行為

環境創出行為

（プレイロット）
5.44 ha 4.86 ha 111.9%

環境創出行為

（緑地）
29.31 ha 30.04 ha 97.6%

その他 318.88 ha 337.10 ha 94.6%

地
域
制
緑
地

法
に
よ
る
も
の

特別緑地保全地区 0.00 ha 27.67 ha 0.0%

生産緑地地区 91.1 ha 100 ha 91.1%

国定公園 3,938 ha 3,938 ha 100.0%

農業振興地域農用地区域 678.37 ha 695.10 ha 97.6%

保安林区域 3,715 ha 3,719 ha 99.9%

自然共生サイト 11.52ha ？ －

条
例
等
に
よ
る
も
の

自然公園 290 ha 290 ha 100.0%

自然環境保全地域 167.10 ha 167.10 ha 100.0%

樹林保全地区 9.27 ha 10.36 ha 89.5%

保存樹木 30 本 32 本 93.8%

生垣の設置 ー 1.52 ha ー

生き物の里 2.86 ha 2.70 ha 105.7%

かながわのナショナル・トラ

スト緑地
6 ha 0 ha ー



５ 次期計画の目標値
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現状値 目標値

令和５年 令和12年 令和17年

緑地の確保
目標水準

市街化区域面積
に対する割合 A

15％ 15％ 15％

都市計画区域面積

に対する割合 B
72％ 74％ 74％

現状値 目標値

令和５年 令和12年 令和17年

都市計画区域

人口一人当た

り面積の目標

水準（㎡）

都市公園等※1
24.83 m2/
人

26.60 m2/
人

26.60 m2/
人

都市公園 6.59 m2/人 8.49 m2/人
10.0 m2/人

※2

1 緑地の確保水準 2 都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準

現状値 目標値

令和５年 令和12年 令和17年

施設緑地 789.84 ha 802.96 ha 802.96 ha

地域制緑地 6,899.00 ha 6,941.63 ha 6,941.63 ha

合計（重複を除く） 7,546.33 ha 7,638.94 ha 7,638.94 ha

現状値 目標値

令和５年 令和12年 令和17年

OECM箇所数※1 １ 5 8

3 都市緑地の目標

4 生物多様性に関する目標



６ 主な改定内容
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第１章 計画策定の考え
• ６「（５）ネイチャーポジティブ」を新規追加

第２章 みどりの現況及び課題
• １ 本市の現況の構成を変更

 (3)生き物に関する状況「ア 生き物の里」を新規追加
 「(4)前計画の進捗状況」、「(5)市民のみどりに対する意識」を新規追加

第３章 計画の推進
• １ 計画の基本方針

 (1)基本理念及びみどりの将来像 みどりの将来像を「緑が育む 水とみどりあふ
れる ふるさと秦野」から「水とみどりあふれる ふるさと秦野」へ修正

• ３ 緑地機能の配置計画の構成を(1)系統別の配置計画→(2)総合的な配置計画に変更
• ４ 生物多様性保全に関する配置計画を新規追加

全体的な構成の変更
• 生物多様性はみどりの基本計画を定める上で欠かせない要素であることから、現行計
画「第４章 秦野市生物多様性地域戦略」の内容を各章に散りばめる形で作成

• みどりの持つ多様な機能（グリーンインフラ、レクリエーション、CO2吸収等）に着
目した内容。

ネイチャーポジティブキャラクター
ネポたん
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４章 緑地の保全及び緑化推進のための施策
• 基本方針の５つの項目（みどりを知ろう、みどりを守ろう、みどりを創ろう、みどり
を生かそう、みどりと暮らそう）を柱とした施策体系となるよう構成を修正

• (2)みどりを守ろう
 １．大切な森や林を守ります
⑤みんなの里、準・生き物の里の設定を新規追加

 ２．大切な田畑を守ります
①農業の振興（生産緑地、農業振興地域、市民農園、グリーンツーリズム）に
・農地バンク（農地中間管理事業）に関する内容を新規追加

• (4)みどりを生かそう
 １．親しめる水辺をつくります
①みどりネットワークの形成（生き物の里、水辺緑地整備、河川緑地）に
はだの表丹沢森林セラピー基地、森林セラピーロード、ハイキングコース維持管
理に関する内容を新規追加

 ２．緑を地域のまちづくりに生かす
②グリーンインフラ、雨水浸透の活用による災害レジリエンスの向上を新規追加



７ 改定のスケジュール
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令和７年度(2025年度)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

環境審議会

都市計画審議会

庁内調整

県協議

パブコメ

計画策定

素案の報告・各課照会

【公表】

約1か月

【諮問】【答申】

中間報告

素案作成・生物多様性調査
のとりまとめ

素案の修正

庁内最終確認

県協議

Ｒ８年度に報告

計画書案のとりまとめ

10/8 改定状況の報告


